
上：

ジョルジュ・スーラ《バ＝ビュタンの砂浜、オンフルール》
1886年
Musée des Beaux-Arts, Tournai (legs Henri van Cutsem)

下左：

ジョルジュ・スーラ《「シャユ踊り」のための習作》
1889-1890年
The Courtauld Institute Gallery, Somerset House, London

下右：

ジョルジュ・スーラ《クールブヴォワの橋》
1886年冬‐1887年
The Courtauld Institute Gallery, Somerset House, London

2002年10月26日（土）―12月8日（日）

＊安田火災東郷青児美術館は、7/1より
損保ジャパン東郷青児美術館に館名が変わりました。
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毎年、前年に活躍した画家の作品1点を

選出する安田火災東郷青児美術館大賞。今

回で第25回目の受賞者となった和田義彦氏

の展覧会が9月21日より開催される。

和田義彦氏は1940年、三重県生まれ。東京

芸術大学大学院油画科を修了後、1972年に

イタリア政府給費留学生としてイタリアに渡

り、ローマ美術学校、次いでローマ国立中央

修復学校において古典技法と修復技術を学

んだ。ヨーロッパ滞在中はイタリアだけでなく

スペインの美術館で古典絵画を模写、その

研究模写を通じてヨーロッパの伝統的な絵

画技法の習得につとめた。1977年に帰国、

個展をはじめ諸展覧会で作品を発表し、名

古屋芸術大学教授として本年6月まで教鞭を

とった。近年では作家森村誠一氏の書籍表

文化庁では、日本の芸術界を支える芸術

家を育てることを目的に、昭和42（1967）年

度から若手芸術家を海外に派遣し研修の機

会を提供する「芸術家在外研修」を実施して

います。派遣される研修員の専門分野は、

美術、音楽、舞踏、演劇、映画、舞台美術及

びアートマネージメント等のあらゆる方面に

渡っており、研修期間は80日から3年間に

及びます。

これまでに大学をはじめとする教育機

関・工房などに派遣された研修員は、1600

人以上を数え、各分野で研修を修了した者

の多くは、いまや日本の芸術界をリードする

存在として国内外で活躍しています。

美術分野での「芸術家在外研修」成果

発表の場として開催する展覧会が

「DOMANI・明日」展です。それぞれの作

家が帰国後制作した作品を出品し、海外で

吸収した成果を披露するものです。日本の

美術界の将来を担う作家たちへの期待を込

めて、イタリア語の「明日」を意味する

「DOMANI（ドマーニ）」と名づけられたこ

の展覧会は、今度で第6回目を迎えようとし

ています。

「DOMANI・明日」展は、文化庁、当美術

財団、読売新聞社の主催により、平成9

（1997）年度より開始しました。第1回は洋

画部門、第2回は日本画部門、第3回はそれ

以外の版画・写真などの平面作品部門、第4

回は彫刻部門を開催、そして第5回では在

外研修員制度の発足35周年記念展として、

第1回派遣の奥谷博をはじめとする洋画、日

本画、版画各部門の第一線で活躍している

作家57名の作品を紹介しました。

第6回展として開催予定の「DOMANI・

明日」展2003では、これまでの展覧会で各

部門を一巡りしたこともあり、再び洋画部門

からの展覧となります。第1回展の洋画部

門では平成2（1990）年度から平成6（1994）

年度の研修員の作品展示であったのに対

し、第6回展では平成7（1995）年度から平

成11（1999）年度派遣の研修員の中から若

手約10名の洋画家が出品し、研修の成果

を発表します。

未来を担う美術家たち

「DOMANI・明日」展2003〈文化庁芸術家在外研修の成果〉
2003年1月25日（土）～3月2日（日）

第25回安田火災東郷青児美術館大賞受賞記念

煌
きらめ

く刻
と き

和田義彦展
9月21日（土）～10月20日（日）

和田氏の作品は常に技法の探求につとめ

る画家自身の軌跡を体現していると言える。

今回の受賞作《想》（2001年）においても、絵

画技法に対する画家の自己探求ともいえる

追求の痕跡が伺え、今回の授賞となった。

本展覧会では、東京芸術大学在学中の作

品から始まり、研究模写を含むイタリア滞在

中の作品、そして新作まで、約70余点の作

品が展示される。加えて挿絵の原画約20点

が展示され、和田義彦氏の画業に迫る展覧

会となる。

紙画や新聞連載小説の挿絵などを手がけ、

その評価も高い。

和田の作品に描かれる人物群像や女性

像、あるいはカフェやレストランの風景は、劇

中の一場面のような、非リアルな雰囲気を醸

し出している。しかし、何よりも和田氏の特

長である優れたデッサン力によって的確に把

握されたこれらの人物・情景には、重厚な色

使いと強い陰影のコントラストという独特の色

彩感覚とあいまって、深い内面性と象徴性が

感じられる。



2002年8月1日（木）―9月16日（月） 特別展　中村コレクション秘蔵の名品 コロー、ミレー バルビゾンの巨匠たち展
パリ東南のフォンテーヌブローの森やバルビゾン村を描いた詩情豊かな103点を、国内有数のコレクションから。東京では初公開です。
◆月曜休館（但し、9月16日は開館）午前9時30分～午後5時（金曜日は午後7時まで）入館は閉館の30分前まで

◆入館料＝一般1,000円（800円）／大・高生600円（500円）、（ ）内は前売および20名以上の団体料金／シルバー（65歳以上）800円／中・小生無料

2002年9月21日（土）―10月20日（日） 第25回安田火災東郷青児美術館大賞受賞記念　煌
きらめ

く刻
と き

和田義彦展
安田火災東郷青児美術館大賞の第25回目の受賞者、和田義彦氏の展覧会。研究模写や挿絵の原画を含めた東京芸術大学在学中の作品から新作までを展示します。
◆月曜休館（但し、9月23日、10月14日は開館） 午前9時30分～午後5時　入館は4時30分まで

◆入館料＝一般500円／大・高生300円（20名以上の団体は各100円引）／中・小生無料

◆10月1日（火）は損保ジャパンの「お客様感謝デー」として無料開館します

2002年10月26日（土）―12月8日（日） 特別展　スーラと新印象派　清澄な光と色彩の世界
科学的な色彩理論によって印象派の超克を志した新印象派を、中心的画家スーラと、フランス、ベルギー等の賛同者達の103点で紹介します。
◆月曜休館（但し、11月4日は開館）午前10時～午後6時（金曜日は午後8時まで）入館は閉館の30分前まで

◆入館料＝一般1,200円（1,000円）／大・高生900円（700円）、（ ）内は前売および20名以上の団体料金／シルバー（65歳以上）1,000円／中・小生無料

館内工事のため、臨時休館します

2003年1月25日（土）―3月2日（日） 未来を担う美術家たち「DOMANI・明日」展2003 〈文化庁芸術家在外研修の成果〉
文化庁が実施している若手芸術家の海外研修の成果を発表。本年度は洋画部門の平成7～11年度研修修了者の中から10余名の作品を紹介します。
◆月曜休館　午前10時～午後6時　入館は5時30分まで

◆入館料＝一般500円／大・高生300円（20名以上の団体は各100円引）／中・小生無料

2003年3月15日（土）―4月20日（日） 第22回損保ジャパン美術財団選抜奨励展
2001年9月から2002年8月まで、各美術団体の展覧会絵画部門における受賞作、および全国の推薦委員により推薦された絵画作品を展示。
◆月曜休館　午前10時～午後6時　入館は5時30分まで

◆入館料＝一般500円／大・高生300円（20名以上の団体は各100円引）／中・小生無料

INFORMATION 2002.8―2003.4

館名変更について
当美術館・財団の設立母体である「安田火災

海上保険株式会社」が、2002年7月1日、「日

産火災海上保険株式会社」と合併し「株式会社

損害保険ジャパン（略称：損保ジャパン）」とし

て新たにスタートしたのに伴い、同日付けで

「安田火災東郷青児美術館」とその運営主体で

ある「財団法人　安田火災美術財団」も下記の

とおり名称変更いたしました。

［新名称］

損保ジャパン東郷青児美術館
英語名：
SEIJI TOGO MEMORIAL SOMPO JAPAN
MUSEUM OF ART 

財団法人　損保ジャパン美術財団
英語名：
SOMPO JAPAN ART FOUNDATION

鷹山宇一記念美術館で

「東郷青児展」開催

2002年7月20日～9月16日

青森県上北郡七戸町の町制施行百周年記念と

して、当館所蔵の東郷青児作品の油彩、素描、

彫刻あわせて100点余りによる「東郷青児展」

が七戸町立鷹山宇一記念美術館で開催されて

います。鷹山宇一は1908年青森県に生まれ、

シュルレアリスム的傾向の版画から始めて、

風景と静物を組み合わせた幻想的な油彩を描

きました。戦後、二科会の再建時に東郷の呼

びかけに応じて会員となり、東郷が没するま

で交流を続けました。本展は「鷹山宇一と仲間

たち…」という位置付けで開催される展覧会の

第一弾です。

ミュージアムショップから

ミュージアムショップで販売しているグッズ

の中でも、特に贈答用として好評を博してい

るのが、七宝焼きの風合いで原画に近い色彩

を表現する「ペーパー七宝加工」を施した「金の

しおり」（単価1000円）「銀のしおり」（単価800

円）です。一番人気のゴッホの「ひまわり」をは

じめ、東郷青児の「望郷」「花炎」「蝶」など8種類

を用意しています。ま

た、類似品としてレリ

ーフ状に型抜きをした

「ひまわり」のしおりも

ございますので、ぜひ

ご活用ください。

＊大量注文の際には、

在庫確認のため事前の

ご連絡をお願いします。

03-3349-3081（代）

10月26日から開館時間が変わります
2002年10月26日に始まる「スーラと新印象派」

展から、開館時間がいままでより30分遅い午前

10時からに変わります。そのぶん閉館時間を1

時間延長し、夕方6時までゆっくりとご覧いただ

けるようになります。ぜひ美術館まで足をのば

してください。

TOPICS

開館時間が変わります



印象派は、パレット上での混色を極力避け、

遠目に混じって見えるように並置して外光の輝

きをうたいあげた。そこに同時代の科学的な研

究成果を導入し、色の組み合わせや線の形が生

む効果を厳密に体系化しようとしたのが、新印

象派である。創始者スーラは31歳という短い

生涯の中で、うつろう一瞬に魅せられた印象派

の即興性を克服し、画面に計算された輝きと明

確な形をもたらそうとした。彼と賛同者達の作

品はベルギーの活動的なグループ20人会
レ・ヴァン

の展

覧会に招かれ、新印象主義は瞬く間に近隣諸国

に広まった。一時的にせよ傾倒した画家には、

ゴッホ、マティス、カンディンスキーなども含

まれる。目に映る色彩を複数の純色に分解し、

再構成する抽象的な作業を経験した彼らは、じ

きに、労力を要するそのシステムから離れ、よ

り自由な色彩の表現力をひきだしていった。新

◆学芸員によるギャラリートーク

一般対象

11月8日（金） 17:30～

11月16日（土） 15:00～

小中学生とその父母対象

11月9日（土） 13:30～

11月16日（土） 13:30～

◆会期中、作品解説用に音声ガイドの

貸し出し（有料）を行っております。

印象主義は、フォービスム、表現主義、キュビ

スム、未来派などに広範な影響を与え、のちに

様々な展開をみせる20世紀の美術思想のひと

つの原点となった、注目すべき造形思考なので

ある。

しかし、夭折したスーラはもちろん、他の画

家の新印象主義の作品も稀少かつ世界中に散在

しており、大回顧展は少ない（国内では1985

年以来今回で二度目）。特に日本では長い間、

印象派の圧倒的な人気の陰に隠れてしまい、正

当に評価されてきたとはいいがたい。本展は、

スーラ作品12点をはじめ、シニャックやピサ

ロ父子などフランスの賛同者からベルギーの画

家達までを含めた23作家の作品103点を世界

各地約70ヶ所から集め、歴史的、理論的な視

点から、この豊かで複雑な運動を紹介しようと

するものである。

ポール・シニャック
《サン＝トロペの松林》 1892年
宮崎県立美術館蔵

フィンセント・ファン・ゴッホ
《セーヌ川とグランド・ジャット島の橋》 1887年夏

Van Gogh Museum (Vincent van Gogh Foundation), Amsterdam

アンリ＝エドモン・クロス
《地中海のほとり》 1895年
Collection Walter F.Brown, U.S.A. photo: Steven Tucker

展示資料：
ルイ・アイエ《8つの補色環図―色彩環より》 1890-1892年
J. L. Mabit

160-8338  東京都新宿区西新宿1-26-1  損保ジャパン本社ビル42階
電話 03（3349）3081［代表］／ファックス 03（3349）3079
ホームページ＝http://www.sompo-japan.co.jp/museum/
交通＝JR新宿駅西口、丸ノ内線新宿駅・西新宿駅、

大江戸線新宿西口駅より徒歩5分
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ハローダイヤル

スーラが新印象主義のマニフェストともいえ

る《グランド・ジャット島の日曜日の午後》を

発表した1886年当時、パリには、度重なる階

級抗争によって社会崩壊への危機感が蔓延し、

「調和」「統合」という言葉が切実な響きをもっ

ていた。それらは新印象派の作品にも反映して

おり、シニャックやクロスらの作品にはユート

ピア的なイメージが見いだせる。スーラ自身も

調和を求めた。そもそも、彼の生み出した技法

そのものが、「科学」という新進の明晰な思考

を適用することによって画面内での「調和」の

具現を目指した思想表現であったともいえる。

もっとも、スーラは都会の扇情的な興業にも興

味を示し、また全長3mに及ぶ《グランド…》

も、理想的イメージと社会批判という相反する

解釈を許す複雑さをもっている。しかし、これ

らの大作はいずれも絵具層の物理的なもろさゆ

えに運搬が難しく、今回の展示の主眼は、彼の

風景画と、プライベートな習作にある。自らは

光彩主義と呼んだ彩色技法がより自在に用いら

れ、清澄な光に満たされた静かな風景や海景は、

「光は心を癒してくれる」と語ったスーラが希

求したヴィジョンを、むしろ素直に伝えてくれ

る。その寡黙な詩情は、喧しい世相と社会不安

という、当時と相似た時代に生きる我々の心の

奥にも、深い印象を残すことと思う。

古紙配合率100％再生紙を使用しています�


